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【貸付世帯】

低所得者世帯・障害者世帯・高齢者世帯

※その他にも、条件により返済免除規定を受けられる、介護福祉士修学資金貸付制度や

保育士修学資金貸付、保育補助者雇上支援貸付、ひとり親家庭高等職業訓練促進資金

貸付事業などもあります。詳しくは梼原町社会福祉協議会までお問い合わせください。

【その他の条件】

・民生委員の相談支援：生活福祉資金の利用にあたっては民生委員の相談支援を受けてい

ただくことが前提です。

・多 制 度 優 先：他の公的資金貸付制度を利用可能な場合は、他の公的資金を優先

して活用していただきます。

・納税ができていること：税の滞納がある場合は原則貸付ができません。ただし、滞納税の

納付については行政と協議し、分納納付する計画書を作成した場

合は借入申込を受け付ける事となります。
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総合支援資金

【生活支援金・住宅入居費・

生活再建費】

失業等により生計維持がで

きない世帯に対して自立支

援のための生活再建支援と

資金貸付を行う制度。

生活福祉資金貸付制度

生活福祉資金貸付制度ってなに？
低所得者、障害者又は高齢者に対し、資金の貸付けと必要な相談支援を行うことにより、

その経済的自立及び生活意欲の助長促進ならびに在宅福祉及び社会参加の促進を図り、安

定した生活が送れるように支援する制度です。

福祉資金

【福祉費・緊急小口資金】

低所得者世帯、障害者世帯、

高齢者世帯に無利息あるい

は低利で福祉資金、教育支援

資金を貸付する制度。

教育支援資金

【教育支援金・就学支度費】

低所得者世帯の方の高等学

校や大学に就学するための

費用や入学に際して必要な

資金を貸付する制度。

【貸付金利子】

・連帯保証人を立てた場合：無利子

・連帯保証人を立てない場合：年 1.5％
※教育支援金、緊急小口資金は無利子

【お問合せ】 社会福祉法人 梼原町社会福祉協議会 担当：芝田・玉川

電話 0889-65-1235 FAX 0889-65-1237

【お問合せ】

社会福祉法人梼原町社会福祉協議会

施設設立準備室 （担当）立道・山田

電話 0889-65-1236 FAX 0889-65-1237

「梼原のくらし見学会」について

ゆすはら複合福祉施設のスタッフ募集を目的として、「梼原のくらし見学会」を実施し

ています。

この見学会は、スタッフの募集にあたり、職場環境も重要な要素となりますが、梼原

での日常や生活環境も大きなアピールポイントとし、総合的なＰＲを行うため実施して

いるものです。

見学内容は、住宅をはじめ、生活や自然環境、地域性など、実際に見学し感じていた

だける内容となっています。

今年度に実施した学校訪問やふくし就職フェアに併せて、県内外の大学や専門学校に

呼びかけ、参加者を募集し、７月から９月までに大学生９名の参加がありました。

学生の皆さんは都会での生活を望む方が多いのではと考えていたのですが、自然や地

域性の豊かなところで生活をしたいという方も多いことに気づくことができました。特

に本町は、豊かな自然環境に加え、上下水道や光回線の利用が可能なことや愛媛県へも

アクセスがよいことなども、魅力の１つとなっているようです。

また、「街がきれい」「ゴミが落ちていない」ことなど、地域の皆さま１人ひとりが町

を大切にしていることが相対的に梼原の魅力につながっていると思います。

町内の保健・医療施設や観光地、四国カルストなどをご案内するなかで、私たち自身

も、改めて町の魅力を再発見することができました。

今後も、「仕事」＋「梼原のくらし」のＰＲを行いながら、ゆすはら複合福祉施設の人

材確保に努めていきたいと考えております。
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ゆすはら複合福祉施設

設立準備室よりお知らせ



.

おげんき発信の生みの親でもある、岩手県立

大学 社会福祉学科 小川晃子教授と大学生４名

が地域学習のために 9月 20日（火）～21日（水）

に来町されました。

今回の地域学習では、町内のおげんき発信を

活用されている方へのインタビューが行われ、

ご本人の感想、みまもりさんが見守りの際に気

をつけることや、社協との関わり方など多くの

学びを得たようです。ご協力いただきました皆

さまに感謝いたします。
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▲ 四万川での意見交換の様子

おげんき発信の生みの親でもある、岩手県立発信の生みの親でもある、岩手県立発信の生みの親でもある、岩手県立発信の生みの親でもある、岩手県立発信の生みの親でもある、岩手県立発信の生みの親でもある、岩手県立発信の生みの親でもある、岩手県立発信の生みの親でもある、岩手県立

※おげんき発信は、高齢者が自立しながら安心して生活が送れるように岩手県立大学が考案した見守りシステムです。

岩手県内で活用されており、岩手県への視察をきっかけに一昨年の 11月より梼原町でも取り組みが始まりました。

おげんき発信を利用されている方のご意見・ご感想を紹介します。

3

高知県立大学では１年生の必須授業として、学生が２泊３日で地域に入り、地域の課題を調査・考察し、

自分たちの専門性を高めるとともに地域に還元することに取り組んでいます。梼原町社協では、学生を地域

で受け入れるための調整に関わらせて頂き、今回、初瀬区と松原区大向部落を拠点に学習を行いました。

高知県立大学生が地域で学習

学生の受け入れにご協力いただきました

関係者のみなさま、

本当にありがとうございました。

そ
の
後
、
神
在
居
に
て
、
梼

原
高
校
の
生
徒
の
み
な
さ
ん

と
行
っ
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
〝
梼
原
町

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
〟
に

つ
い
て
、
学
生
間
で
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
学
生
な
ら

で
は
の
独
創
的
で
柔
軟
な
ア

イ
デ
ア
が
数
多
く
飛
び
交
っ

て
い
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
学
生
が
今
回
の

学
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
ま
と

め
て
発
表
し
ま
し
た
。「
あ
の

人
に
会
い
た
い
梼
原
」
を
テ
ー

マ
に
、
ま
だ
多
く
の
人
に
知
ら

れ
て
い
な
い
梼
原
人
の
〝
親

切
さ
・
や
さ
し
さ
〟
を
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
利
用
し
て
学
生
自
ら
が

発
信
す
る
こ
と
を
提
案
し
て

く
れ
ま
し
た
。
今
後
は
『
梼
原

を
元
気
に
す
る
た
め
に
は
何

が
必
要
か
』
継
続
し
て
話
し
合

い
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

一
日
目
は
、
中
心
街
の
探
索

と
、
行
政
側
・
住
民
側
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
か
ら
梼
原
町
の
地

域
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
学

習
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
住
民

自
ら
が
地
域
の
産
業
と
し
て

担
っ
て
い
る
キ
ム
チ
作
り
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

二
日
目
、
天
候
の
関
係
で
予

定
し
て
い
た
梼
原
高
校
生
と

の
野
菜
定
植
作
業
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
高
橋
校
長
先

生
よ
り
、
地
域
に
密
着
し
た
梼

原
高
校
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

午
後
は
、
『
森
の
パ
ン
工
房

シ
ェ
ム
ワ
』
の
木
下
さ
ん
か

ら
、
松
原
区
へ
移
住
後
、
子
育

て
を
し
な
が
ら
起
業
に
挑
戦

し
た
経
緯
な
ど
、
美
味
し
い
昼

食
と
一
緒
に
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

大
向
部
落
の
地
域
学
実
習

で
は
、
一
日
目
、
梼
原
町
の
課

題
を
学
習
後
、
早
速
夕
食
に
向

け
て
学
生
と
地
域
の
方
が
協

力
を
し
て
準
備
を
行
い
ま
し

た
。
野
菜
の
収
穫
や
こ
ん
に
ゃ

く
づ
く
り
な
ど
班
ご
と
に
役

割
分
担
を
し
て
行
い
、
学
生
は

慣
れ
な
い
作
業
を
、
地
域
の
方

に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
一
緒
に
準
備
し
て
更
に
美

味
し
く
な
っ
た
夕
食
を
囲
み

な
が
ら
、
賑
や
か
に
交
流
を
行

い
ま
し
た
。

二
日
目
に
、
学
生
は
三
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
大
向

部
落
の
方
の
御
宅
訪
問
を
行

い
ま
し
た
。
大
向
部
落
の
歴
史

や
土
地
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
の

暮
ら
し
や
仕
事
に
つ
い
て
な

ど
の
話
を
伺
い
、
熱
心
に
メ
モ

を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

話
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、
実

際
に
芋
ほ
り
や
稲
刈
り
を
体

験
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ

り
、
地
域
の
方
も
学
生
も
楽
し

く
学
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

最
終
日
、
地
域
の
方
か
ら
伺

っ
た
話
を
ま
と
め
、
成
果
発
表

を
行
い
ま
し
た
。
学
生
か
ら

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
と
、
自
分

た
ち
が
実
際
に
来
て
み
て
「
地

域
の
人
の
あ
た
た
か
さ
が
魅

力
」
「
ま
た
来
た
い
」
と
感
じ

た
こ
と
か
ら
、
民
泊
体
験
を
行

い
、
来
て
み
な
い
と
分
か
ら
な

い
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
と

い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
か
ら
は
「
楽
し
か
っ

た
」
「
い
い
経
験
を
し
た
」
と

声
を
頂
き
、
今
回
の
受
け
入
れ

を
こ
れ
か
ら
に
活
か
し
て
い

こ
う
と
前
向
き
な
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

初
瀬
区

松
原
区
大
向
部
落

１日１回発信するだけ！

身体を患ってからひとりで暮らすこ
とへの不安がありましたが、おげんき
発信を利用してからは、見守られてい
ることに安心感を覚えています。

おげんき発信の話をすると「ひとり暮
らしにはもってこいやね。」「いいこと
やりゆうね。」と感心してもらいまし
た。私は起きて立てったら発信するよ
うにしています。

おげんき発信の特徴は、毎日電話をかけるだけで、簡単に自分

の安否情報を伝えられることです。発信がない場合は、社協や見

守りさんが様子を見に行くようにしているので、１日１回は必ず

利用者の様子が確認できます。メール登録をすれば離れた家族に

も発信を知らせることができます。

中平満子さん(茶や谷)

岩元祐衛さん(竹の薮)

なかひらみつこ

いわもとさちえ

おげんきさんのつぶやき



岡田
お か だ

毅
つよし

さん（６５）
昭和２６年生まれ。梼原町上本村出身。

高校卒業後に千葉で生活を始め、５年後に千葉県農業大学校に通う。２５歳から農業

普及指導員として３５年勤め、定年を迎える。その後故郷の梼原町に帰り、現在は甘

長とうがらしやとうもろこし、枝豆、落花生など多くの品目を作っている。

５年後に千葉県農業大学校に通う。２５歳から農業

に帰り、現在は甘

を作っている。

野中
の な か

胤
たね

雄
お

さん（８３）
昭和８年生まれ。梼原町仲久保出身。

小学校卒業後に津野町新田の鍛冶屋に弟子入りする。２５歳ごろ仲久保に戻り、農

業を継ぐ。７０歳代で初瀬区長を務め、保護司としても２１年間、活動していた。

農業の魅力は、嘘やごまかしがきかないこと

人間同士だとさ、なんか失敗とかすると「お前が悪いんだ」って

言うでしょ。理屈が強いやつが勝ったりするけど、植物が相手だと

嘘とかごまかしが全然通用しない。上手くいかなかったら自分が正

しくないということ。よく観察して植物が喜んでくれる管理をしな

いといけないね。農業をやるからにはレベルの高い農業をやりた

い。思い通り良い品物で収量があがると、そりゃ嬉しいですよ。辛

いことは、致命的な病気や災害で作物がダメになってくると気持ち

が沈んでしまうね。

農業を職業として成り立たせたい

農業の色んなことを勉強してきたけど、定年になり自由になって

なにをするってなった時に「故郷に帰って農業をしよう」と思った。

農業で収入を得る道筋をつくってみようと。夫婦で子どもを育てる

ぐらいの所得を農業で生み出したいわけよ。その道筋ができれば人

を育てて、農業を受け継いでもらいたいね。

とうもろこしロードをつくりたい
美味しいものいっぱいあるけど、その 1つが「とうもろこし」。

魔法のように品種改良されてんの。スイートコーンは食べてみると

極上の甘さでそれが口の中で、ぷちっ！ジュワ―！って広がってた

まらなく美味しい。去年は 8,000本作って、1本 200円～130

円ですべて完売。みんなもすごく美味しいって言ってくれた。

これから不耕作の水田にみんなでとうもろこしを作り、収入を増や

したいですね。
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俳句の魅力は、素人でも紙と鉛筆でできる“とっつきやすさ”

区長でも、保護司でも、周りが薦めてくれたき、やってみろう！と思えた

以前は、釣りをしよったけど、首を手術してからは草刈りなんかも

できんなった。かわりに、筋道さえ知っちょれば素人でもできる俳句

を始めた。これは！という風景を見たり、お題をもろうたら俳句を考

えゆうけど、言葉やったら何でもくっつけて良いし、誰が読んでも伝

わる俳句はえいねぇ。でも、ペンネームを“案山子”にしちょったら、

周りから誰か分からん！といわれて本名に戻したね（苦笑）

まあ、俳句は遊び心も大事やきね。

若い人たちと話をすると自分にとっても良い勉強になる

特に自信があったわけでもないけど推薦されたこともあって、やってみろうと思うた。区長

の時は、初瀬のみんなに助けてもろうて大変ではなかった。保護司の時もお願いされて初瀬区

の担当になった。刑を終えて地元へ帰りたい人がおったらお世話するようになるがやけど、区

長をやめた後も合わせたら 21年間やりよったね。

梼原も過疎化が進んで、部落も人が少なくなりゆ

う。誰か来てくれたらと思って知り合いに声をかけ

ゆうけど、なかなかね…。もし町外の若い人が来て

話を聞きたいというようだったら、何か役立つ提案

とかができるかは分からんけど、話をすることはで

きると思う。若い人と話をすることは自分の勉強に

もなってえいと思う。

振り込め詐欺の寸劇に

参加してくれたときの

写真です。本業ではあ

りません！(笑)

輝く ！み～つけたっ👀👀！
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「ゆすまいる」では表紙に載せる写真を募集しています。構わない方は、
出会った社協職員に声をかける、又は社協までお問い合わせください。

担当：宇賀・西村・中越（悠）

①久保谷部落「夏の宿題終わらせよう大作戦」に参加した高校生の笑顔
②梼原の秋を感じられる稲刈りをしている様子
③ヘルスメイトさん活動中の元気な 1枚！
④お願いしたらかわいい笑顔を向けてくれました♪
⑤とあるお宅で保護したモモンガにミルクをあげる様子

１ ２ ３

４ ５
⑤とあるお宅で保護したモモンガにミルクをあげる様子


